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1 研 究 の 概 要

共通研究主題

新 しい学力観に基づ く指導法の研究

1.研 究 の 意 義 とね ら い

(1)研 究 の 意 義

㈱ 研究のね らい

これか らの社会 は,様 々な情報 の中か ら自分が必要 とす る情報 を

選択 し,自 ら意思決定 して い く生 き方 が重視 され る時代 となる。

すで に医療の世界で は,担 当医か ら自分の病気 につ いての情報 を

得て,そ の後の生 き方 を 自ら決定 してい くシステ ムが始 ま って い る

よ うに,自 分 の ことを 自らの責任 において決定 して い く力 は,こ れ

か らの時代 には必要不 可欠の もの とな って いる。

学校教 育において も,情 報化,国 際化,価 値観の多様化 の進 む中

で,児 童 に とって21世 紀をた くま しく生 きぬ くために必要 とされ

る学力が どのよ うな ものであ るかを明 らか に し,そ の考 えに立 った

指導 を進 めてい くことが大切であ る。

その ためには,知 識 や技能 に偏 りかけていた これ までの学力観 を

見直 し,児 童の学ぶ意欲 や,思 考力,判 断力,表 現力 などを学力 の

基本 と して とらえ る中で,児 童一人 一人がよ さや可能性を十分発揮

で きるように学習を支援 して い くことが必 要であ る。

本年度 は,平 成4年 度か らの教育課題研究 員の研究の成果や課題

を基 に しなが ら 「学習過程 」 と 「支援 」 とに視点 をあて,以 下の観

点 か ら指導方法や評価方法の工夫 ・改善 を進 め ることと した。

また,児 童一人一人の思 いや願 いを大切 にす る とともに,認 め合

い,学 び合 う場 と しての学習集団の人 間関係 を豊 か に してい くこと

にっいて,人 間尊重の精神を培 う視点 を重視 した。

具体 的には,次 の観点か ら指導方法の改善 を図 った。

・指導 目標設定 の工 夫

・学習過程 の工 夫

・学習材 の開発

・児童 の学習へ の支援 の工夫

・児童が学習 を振 り返 る評価 の工夫

以上 のよ うな改善の視点 に立 ち,心 豊か でた くま しい児童を育成す ることが小学校教 育

におけ る重要 な課題 と考え,本 研究主題 を設定 した。
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II研 究 の 内 容 ・方 法

1、 各分科会 の研究 主題 につ いて

第一分科会

第二分科会

第三分科会

本研究主題で の研究 は今年 で4年 目であ る。 これ までの研究の成

果 として,学 習材 ・学習過程 ・個 に応 じた支援 ・学 習を進め るとき

の友達 との かかわ りにっいて工夫 す ることによって,児 童が学習 に

対 して達成 感や満足 感を もち,意 欲的にな ることが明 らか にな って

きた。本年 度 は,各 分科 会の研究主題を次の よ うに設定 し,さ らに

研究 を深 あ ることに した。

・一人一人の よさを認あ合 う学習過程の工夫

・児童が共 に学 び合 うた めの支援の工夫

・一人一人の よさや可能性を 引き出す ための支援の工 夫

2.研 究の進め方

共通研究主題 を具現 化す るたあに,

(1)第 一 分 科 会

(2》 第 二 分 科 会

(3)第 三 分 科 会

各分科会で は以下の仮説を立て,研 究 を進 あた。

学 習過 程の構成を以下の3点 か ら工夫す る ことで,一 人一人 のよ

さが生か され,互 いに認め合 いなが ら学習 を進 め られ る児童を育成

す ることがで きる と考え る。

・児童の思 いや願 いを生 かす学習活動 の展開の工 夫。

・自分で判断 した り,表 現 した りす る場や機会の工夫。

・互 いに見合 った り,励 ま し合 った りす る場や学習形態の工夫。

共感 的態度 で児童に接 しなが ら,次 の2点 を学習活動 の中で繰 り

返 し行 ってい くことによ り,児 童 はと もに学 び合 うよ うにな り,互

いのよ さを伸 ば し可能性 を高めていけ ると考え る。

・児童相互 がかかわ り合 う場を設定す る。

・その場 に応 じた教師の適切 な支援を繰 り返 し行 う。

学 習指導 の工夫 ・改善 と合わせて児童の実態 に応 じた支援 を以下

の3点 か ら行 うこ とで,児 童一人一人の よさが表 れ,主 体的 に学習

に取 り組み,個 性豊か に,た くま しく生 きていけ る児童 が育っ もの

と考え る。

・児童が興味関心 を もち,主 体 的な学習 を喚起 す る学 習材の選択

・互 いに認 め合 い,心 の通 う学習 の場 の工 夫。

・児童が 自 ら学習 を振 り返 り,成 就感の得 られ る評価 活動の工夫。

なお,研 究 を進 め るに当た って は,特 に以下 の事項 に留意 した。

(D授 業 研究を通 して,具 体的 な指導方法 の改善 を検討 す る。

(2)共 通 研究主題の もとに,各 分科会 の研 究成 果を生か して継続 的 に研究を進め る。

(3)先 行 研究の成果を踏 まえて,研 究 を進 め る。
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皿 第 一 分 科 会

一 人 一 人 の よ さを 認 め 合 う学 習 過 程 の 工 夫

1.分 科会研究主題 の設定理 由

本分科 会で は,「 新 しい学 力観」に基づ く教育を,児 童一人一人の よさや可能性 を発見 し,

それを生かす こ と(個 性尊 重),自 ら学 び続 ける力や創造的 な生 き方 にかかわ る力(生 きて

働 く力)を 育てて い くこととと らえた。 さ らにそれ らを 日常の学習活動 の中で どの ように具

現化 して い くかが大 きな課 題で あると考え た。

その ため には,ま ず は じめ に指導すべ き内容 あ りきで はな く,ま ず子供 あ りきという考え

方 に立 ち,児 童一人 一人 の考えや,様 々なよさや可能性 を生 かす多様 な学 習活動を充実 して

い くことが必 要であ る。 この よ うな学習活動 を展 開 して い くことで,児 童一人一人の よさや

可能性が大 いに発揮 され,学 習の楽 しさや充実 感が味 わえ る。同時 に,豊 かな 自己実現 に生

きて働 く資質 や能力が身 に付 いて い くもの と考 え る。 また,児 童一人一人の よさや可能性 は,

友達 とのかかわ りを通 して高 め られ,豊 かにな ってい くもの と考え る。

そ こで,本 分科会で は,上 記 の分科 会主 題を設定 し,新 しい学力観 に基づ いて指導 法の工

夫 ・改善 を試 みた。

2.研 究のね らいと仮説

本分科会で は,目 指 す児童像を 「自分の思 いや願いを もって学習 に取 り組 め る子」 「自分

の よさに気付 き,学 ぶ意欲 を もち続けなが ら学習を進めて いける子 」と設定 した。

この よ うな児童 を育成 す るため には,

(Dこ れ までの教師主導型 の学 習活動の在 り方か ら児童主体の学習活動へ と質的な転 換を図

ること

② 児童 一入 一入のよ さや可能性 を生 か しなが ら,児 童相互の人間関係 を豊か な ものに して

い く学 習活 動を展開 して い くこと

が必 要にな ると考 え,次 のよ うな仮説を設定 した。

研 究 仮 説

学 習過程 の構成 を以下 の3点 か ら工夫す ることで,一 人一人の よさが生 か され,互 い に

認 め合いなが ら学習 を進 め られ る児童を育成す ることがで きる。

○児童の思いや願 いを生かす学 習活 動の展開を工夫す る。

○ 自分で判断 した り表現 した りす る場 や機 会を工夫す る。

○互 いに見合 った り,励 ま し合 った りす る場や学習形態を工夫す る。
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研 究 構 想 図
社会の要請

・心豊かな人間の育成
・自己教育力の育成

・基礎 、基本の重視と個性教育の推進
・自国の文化と伝統の尊重と国際理解

共 通研 究 主 題
くロ ノコレノロ グロ ノロ ノの ノロ ノ　 　 ワノぼ ノ　ロノロ 　 ロ 　 ロ ノロ ノの 　 ロノ　 ノ　 ノココ

Il
新 し い 学 力 観 に 基 づ く1

i指 導 法 の 研 究1
、 、
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都の教育課題

・人権尊重教育の推進

・社会性を育む教育の推進

・国際理解教育の推進

指導上の課題
・一人一人の児童理解を深める

・個を生かす学習過程を工夫する
・よさを認め合う場の工夫をする

・知識 、理解中心の指導 と評価に陥ら

ないようにする

共通研究主題の分析

新 しい学力観に立っ教育においては児童一
人一一人がよさや可能性 を生か し、自分の力に

よって豊かに生きてゆくために必要な資質や

能力を身に付けることが求め られている 。

そのためには 、児童一人一人のよさを生か

すことを学習の根底にすえ 、弾力的でしかも
児童が互いのよさを認め合える学習過程を工

夫していくことが大切である。

児童の実態
・与え られた課題 に素直に取 り

組む
・自分を認めてもらいたいとい

う気持ちが強い
・生活経験が少ない

・結論を求め 、過程にはあまり

興味がない
・人とのかかわり合いが不十分

夫工の程過習学讐
研
め

議

認
分

を鳶の人一人}

1

研究の仮説
学習過程の構成を以下の3点 から工夫することで 、一一人一人のよさが生かされ 、

互いに認め合いながら学習が進められる児童を育成することができる。
・児童の思いや願いを生かす学習活動の展開を工夫する

。
・自分で考え 、判断 したり表現 した りする場や機会を工矢する。
・互いに見合ったり励まし合ったりする場や学習形態を工夫す る。

1

学 習 過 程

つ か む 調べ る ・試す ・表現す る ま と め る
課 題 把 握 課 題 追 究 課 題 達 成

○学習のめあてをもつ ○自分なりの方法で課題に取 り組 0学 習した ことをまとめる
・こんな こ とを したい 、で きるよ う む ○自分の学習を振 り返り成果を確
になりたいとい う思いをもっ ・資料 の選択 、活用 かめる

○学習の計画を立てる ・実験 、観察 、器具 の操作 など必 ○学習成果を発表する
児 童 の 活 動 ・課題を解決するために既習事項を 要な知識 、技能を身 に付ける ・友達のよさに気付 き認め合 う

生かしなが ら見通しをもっ ○友達の考えを参考にしなが ら、 ○新たな課題をもっ
・自分な りの解決の方法を考え計画 自分の方法や考えを変更 したり ・もっ としたい とい う意欲 を もつ

を立てる 修正 したりする
・自分の考えを発表する

・友達や教師との情報交換

学 ・児童の思いや願いを生 ○児童の実態 を把握 し、興味関心が OTTに よる指導 ○個々が自分の学習の過程を振り
かす学習活動の展開を もてるような課題 を工夫する ○資料の提示 、方向の修正 、示唆 返 り、自己評価する場の設定

習 .[:夫す る ○授業の流れや時間配分等の弾力化 ヒン トカー ドの活 用等 、個 に応 ○個々の学習の成果を明確にし、

○学習活動の複数の展開を考える じた対応をする 新たな課題がもてるようア ドバ

過 ○複数の学習材を用意する ○自分なりの方法で学習が進めら イスする

○学習の見通しが もてるような学習 れるような支援をす る

程 カー ドや学習資料を工夫し提示す ○一人一人の考えに応じた学習材

る を提供する

構
'ド1分 で 考え判断 した り ○児童の実態を把握 し、個々の児童 ○学習環境の工夫 ○学習の反省、自己評価の工夫

成 表現 した りする場や機 が 自分なりの課題を見付けられる ○学習活動の工夫と時間の確保 ○学習の成果をまとめ 、表現する
会を工夫する ような 、学習材を選択する 場の設定

の
・亀:いに 見合 った り励 ま ○話し台いの場を設定する ○学習形態の工夫 ○よさを認め合い 、相互評価をす

一r

. しnっ たりする場や学 ○課題の共通化や関連について示唆 ○情報交換 、中間発表の場の設定 る場の設定

習形態を二「Xす る する α 固別 、グループ別でのデ ィスカ ○学習の成果をまとめ 、表現する
夫 ッシ ョンを行 う 場の設定

○課題への関心 ・意欲 、学習の計画 ○個々の考え、取 り組む意欲 、友 ○個々の学習の過程や成果を肯定

評 価 等について評価する 達との協力等について肯定的に 的に評価する
評価する

1

▼・一・一'一 一・」・・一・」・・一・」・・一 育 て た い 児 童 像 ・灘・一 一・」r・一一 ・擢・創・一・一・一・」・・ρ・喚

1・ 一 人 一 人 が 、自 分 の 思 い や 願 い を も っ て学 習 に 取 り組 め る 児 童 。l

i● 鷹 慧 気付き・学ぶ意欲をもち続けながら学習を進めることがi
r,4匿,」r!」7!」 ■ノ8/8〃 膨!」rノ 」r!」7ノ 」7〆」r〆4r!」7!47'」7〆8'4ワ,」r!-■ 」7ノ」7ノ編7〆」7ノー,8!_!」7!」7!」r!」 ▼■」.,〉
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3.研 究の内容

(D児 童の思いや願 いを生かす学習活動

一人一人の児童 のよ さや,個 々の思 いや願 いを生 か した学 習活動を構想 し展 開す るに は,

児童1の実態 ・学習材 ・学習形態 ・思考 の流れ を十分 検討 し,豊 かな活動が展 開され るよ う

次の よ うな授業 を考えた。

・児童一人一人が 自分 の学習の 目標 を もち,目 標 に向か って進め ることので き る授業。

・学 習の順序や方法 ・場 所
,課 題や学習材 などを,児 童が選択 す ることので き る授業。

・児童の疑問や問題意識 か ら出発 し,児 童 自 らが探究 して い く授業。

・児童の考えを受 け入 れて,柔 軟 な学習展開が図れ る授業。

② 指導 目標 の設定

児童の思いや願 いを生 かす学 習活動の展開 を考 えるには,指 導 目標を設定す る必要 があ

る。指導 目標の設定 に当た って は次の点を考慮す るよ うに した。

・児童一人一人が 自 らのよ さや思 いを発揮 し,主 体 的に判 断 し行動で きる資質 や能力 を

獲得す る学習活 動を,教 師が どの よ うに支援 す るか とい う観点 に立つ。

・児童の実態 を把 握 した上で,単 元 や題材 のね らいを 「関心 ・意欲 ・態度 」 「思考 ・判

断」 「技能 ・表現」 「知識 ・理解 」の観 点の中 に明確 に位置付 ける。

●野 どう　 なく　 どう　 一 いく一 魍

(3)自 分で考え判断 した り表現 した りす る場

児童が 自分な りの考 えを もち,試 した り,気 付 いた りす る活 動を通 して,一 人一人 の考

えや様 々な よさを発揮 させ ることがで きる。 また,自 分 な りに まとめた り表現 した りす る

活 動において,学 習が確 かな もの にな り楽 しさや充実感 を味 わ うことがで きる。 これ らの

考 えに立 ち,学 習過程 の構成 にお いて次の よ うな工夫 を行 うことに した。

・体 験活動,調 査活動,実 験活 動,表 現活動 などを学習過程 に取 り入れ,十 分 な時間の

確保 をす る。

・情報交換 の場 の設定,学 習 資料の整備,教 育機器の活用,掲 示物 の工夫 な ど,学 習環

境 を整え る。

(4)互 いに見合 った り励 ま し合 った りす る場

児童 に共通の 問題 意識や共通す る心情,共 通 の知 識がなければ互 いの よさを認 め合 うこ

とは難 しい。 したが って,場 の設定 にあた っては集団の中に どれだ け共通 な ものがあ るか

とい うことが重要 なポ イン トとなる。 その上 で次のよ うな工夫を行 うことに した。

・一 人 一 人 の 課 題 や め あ て が 全 体 にわ か る よ うに す る
。

・互 い に活 動 が 見 合 え るよ うな 学 習 環 境 や 場 を 設定 す る
。

・互 い に競 い合 った り
,協 力 し合 った りす る学 習 形 態 を工 夫 す る。

・見合 った り ,話 し合 った り,発 表 した りす る場 を設 け る。
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4、 実践事例(第6学 年 社 会)

(1)単 元名 「貴族 の世 の中」

(2}単 元のね らい

都での藤原氏 の くら しぶ りと農村で農耕技術 を工夫 しなが らくらす 人 々を比較 しなが ら,

貴族の世の 中の特徴 を と らえ るこ とがで きる。

(3}児 童の実態

男女の仲が よ く,互 い に助 け合 って グループ活動 をす る。授業 や学 級活動の中で 自他の

よい ところを見つけ,認 め合 うことを大切 に指導 して きた。調 べた事 柄を レジュメにま と

め発表 し合 う学 習 は以前 に も行 ったが,個 々の児童が主体 的に疑問を見付 け,質 疑応答 し

て い くの は難 しか った。友達の発 表の内容 を的確 にっかめ る児童 とそ うでな い児童の個人

差が大 きいが,ど の児童 も人物調 べの学習 に対 す る意 欲は高 く,前 向 きに学習 に参加 して

いる。

事前 に実施 した調査で は,「 人物 の した ことを調 べ るのが好 き ・楽 しい」 「調べて発表

す るのが 楽 しい ・好 き」 「発 表や質 問す るや り方 が好 き」 「学習す る方法が楽 しい」 な ど

人物調べ の学 習 に対 して楽 しさを感 じて い る児童が多か った。 また,「 人物の した こ とが

分 か った り,想 像 した りす るのが楽 しい」な ど歴 史に興味を もって いる児童 も多 い。

(4}単 元にっいて

本 単元では,藤 原氏 の くら しぶ りか ら,貴 族の生活や都での政治の様子 など,貴 族 の世

の中の特徴をっかむ とともに,日 本風の文化が起 こったことや,武 士が次第 に力 を もっ よ

うにな った過程 を学習 す る。

児童 にとって この ころの文 化の特色を と らえ る ことは容易で はないが,住 居 や服装,貴

族の 日常な どの 資料 を活用 し,ま たエ ピソー ドなど も交え,個 々の児童が 自分 な りに人物

像や生活の様子が イメー ジで きるようにす る。

(5}指 導 目標

関心 友達の発表 を聞 き,藤 原氏 にっ いて関心を もとうとす る。

意欲 貴族の くら しに関心を もち,進 んで調べ よ うとす る。

態度 平安時代 の庶民 の くらしや文化 にっ いて進んで調 べよ うとす る。

貴族の くら しぶ りと庶民の くらしぶ りを比較 して 考え られ るよ うにす る。

分か らない ことにつ いて質疑応答 を行 い,考 えを深 あ ることがで きるようにす

判断 る。

図書 や資料を使 って調べ る ことがで きるよ うにす る。

調べ た ことをわか りやす くま とめた り,発 表 した りで きるよ うにす る。

知識 貴族の くら しぶ りや文化 につ いて特徴 を とらえる ことがで きるよ うにす る。

荘園の 存在に気付 き,農 民や庶民の工夫 や努力 について とらえる ことがで きる

よ うにす る。

7



⑥ 研究主題 との関連

一人一人の児童が,自 ら歴 史的事象 について理解を深あ,自 分 の見方 ・考え方を もち,

表現 す ることが その子の よ さを発揮 す るとい うことであ ると考え る。

今回,児 童が人物や くらしの様子 について調べ る過程で,友 達 との話 し合 いや共同作業

を行い,自 分の考え を見直 した り修正 した り自信を もった りす る ことが お互 いによ さを認

め合 うことにっなが る と考え た。

その上で次 のよ うに学習過程 の構成 を工 夫 した。

① 児童の思 いや願 いを生かす学習活動 の展 開を工夫 す る。

ア 単元の導 入に藤 原道長 につ いて調べ た児童 の発表会 を行 うことで,自 分で も詳 しく

調べてみ たい とい う意欲 を高 め,主 体 的に課題 に取 り組 め るよ うに した。 また,学 習

活動の展 開の中で,で きるだ け児童の発 表 した内容 を生かすよ うに した。

イTT(テ ィー ムテ ィー チ ング)に よる指導 を行 うことで,個 々の児童の特性や能力

に応 じた働 きかけを行 うと同時 に,複 数 の課題 を設定 し,課 題別 に一人一人の児童へ

の支援を行 うことがで きるよ うに した。

② 自分で考 え判断 した り表現 した りす る場 や機会 を工夫 す る。

ア 図書資料 やVTR・ コ ンピュータ ソフ ト等 を用意 し,調 べ る活 動を重視 した。

イ 同 じ課題 を調 べてい る児童 と教師での デ ィスカ ッションの場 を設定 し,自 分の考 え

や見方を修正 した り広 げた りす ることがで きるよ うに した。

③ 互 いに見合 った り励 ま し合 った りす る場や学習形態 を工夫す る。

ア 単元の初 あに,こ れか ら学習す る時代 に登場す る人物 にっいて発表す るように した。

発表で は方法 や資料提 示の仕方を工夫す る と同時 に,質 疑応答 を行 うよ うに した。

学習過程の工夫

つ か む
課 題 把 握

調べる ・試す ・表現する
課 題 追 求

ま と め る課
題 達 成

1 1 1

児童 の 活 動

0学 習のめあてをもつ
・友達の発表を聞き、貴族の くらし
や道長の行ったことについて疑問
をもつ○
学習の計画を立てる

・貴族の くらしぶりや 、農民や庶民
の努力や工夫について調べる計画
を立てる

○ 自分なりの方法で課題を解決する
・中心に調べること(衣 、食 、住 、文化

、文学 、文字 、藤原氏の繁栄
農業 、商業など)を 決め 、図書や
資料 、コンピュータやVTRな ど
を使って調べる

C学 習 したことをまとめる
C学 習成果を発表する
・貴族の くらしぶ りと庶民の くらし

を比較 しなが ら学asf"3新聞にまとめ
る

学

習

過

程

構

成

の

工

夫

児童の思いや願いを
生かす学習活動の展
開を工夫する

C学 習活動の複数の展開を考える
○複数の学習材を用意する
・調べることを多様にし、自由に選
択できるようにする

OTTに よる指導
・発表では

、発表する児童側と発表
を聞く児童側に分かれ支援する
調べる段階では 、調べる事柄によ
って分担する

m々 が 自分の学習の過程を振 り返り
、自己評価する場の設定

・学習カー ドに学習を振 り返 っての

感想を書くようにする

自分で考え判断した
り表現したりする場
や機会を工夫する

○ 児童の実態を把握 し、興味関 らが
もてるような課題を工夫する

・導入段階の発表の しかたを工夫す

る

○学習環境の ユ決
・図書室 、コンピュータ室等を活用
し、図書や資料 、VTRや コンピ
ュータソフ ト等を用意 する

○学習の成果をまとめ 、表現する場
の設定

・学習新聞に調べたことをまとめる

互いに見合 ったり励
ま し合った りする場
や学習形態を工夫す
る

○課題の共通化や関連 について4峻
する

・発表者の作成したレジュメを事前

野 と欝 騨 を考えておく
・出された質問とこれか ら調べる課

題 との関連を明確 にする

○情報交換 、中間発表の場の設定
・お願いカー ドを使い情報交換をし

やす くする
○学習形態の工夫
・調べる事柄別にグループを作 り、
分担 して調べるよう助 言する

○よさを認め合い 、相互言耳価 をする
場の設定

・新聞のよいところをメ ッセージカ

マ ドに記入 し互いに交換 し合うよ
っにする

評 価
○貴族の≦らしぶ りに関〔♪をもち 、

調べる計画が立てられたか評価す
る

○資料の活用や友達との情報交換を
活発に行っている児童をほめる

○学習新聞での 目の付けどころやよ
い表現等について評価する
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(7)学 習 過 程

段階 学 習 活 動 ・学 習 内 容 認 め 合 いの 場 面 教 師 の 支 援

つ

か

む

α

0藤 原道長について発表する
・年譜,業 績,エ ピソー ド,時 代へ
の影響など

○分か らないことや疑問にっいて質疑
応答を行 う

O藤 原氏が栄えた時代について概観す
る

○調べた事柄に対する質疑応答

○発表の内容や発表方法のよ
いところを見付けメッセー
ジカー ドに記入 し発表者に
渡す

T1発 表を聞いている児童の
個別指導

・レジュメによりあらか じ

あ疑問点が出るようにす
る

iT2騰 鍵 慧えられな

調

べ

る

紛

○平等院の写真や寝殿造の絵などを見
て,貴 族の くらしの様子や,藤 原氏
が栄えている様子について調べる
0

○ グループで協力や分担をし
て調べる

0お 願いカー ドで教え合いや
情報交換を しやす くする

○調べたことの中間報告をす
る

○調べたことや考えを発表 し
話 し合 う

○お願いカー ドで教え合いや
情報交換を しやす くする

T1グ ループ指導
・寝殿造,衣,食,仕 事に
ついて調べるグループを
主に支援する

T2グ ループ指導
・年中行事,文 学,文 字に
ついて調べるグループを
主に支援する

T1グ ループ指導
T2グ ループ指導

・藤原氏が朝廷で高い地位

につき政治を独占してい
たことに気付 くようにす
る

・藤原氏の系図,朝 廷の役
職等についての資料を用意 し

てお く

・荘園の存在に気付 くよう

にす る
・資料集等の資料か ら荘園

や市の様子に気付 くよう
にす る

T1個 別指導
・収穫を増やす工夫や農業

の様子などか ら考えるよ
う助言する

T2個 別指導
・祭りや市の様子などか ら

考えるよう助言する

貴族はどのような くらしを してい
たのか調べよう

1
i

寝

殿

造

李

隼
仕事

i

年
中
行事

II

1文

学
文
字

i

O

1

中 間 発 表

藤原氏はどのように して力を
のば していったのか調べよう

i

家

系

i

⊥
役

職

1

1政 治 的 な 面 か ら
1

11

⊥

争

い

⊥
そ
の
他

1
一 経 済 的 な 面 か ら 一

・荘 園 の 発 達
・商 業 の 発 達

○貴族のはなやかなくらしを支えた農
民や庶民の努力や工夫にっいて調べ
る

1庶民の生活はどんなだ・たのか
l

i

発農
達業
や技
工術
夫の

商
業
の
発
達

ま
と
め
る
ω

○貴族の くらしぶ りと庶民の くらしを ○学習新聞の掲示
比較 しながら,調 べたことをまとめ
る。
・学習新聞にまとめる

1

iO新 聞のよいところをメッセージカー ドに記入 しお互い

に交換 し合 う

1

Tl個 別指導
T2個 別指導

・個々の児童の工夫を取 り

上げほめる
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⑧ 考察

・発表 をす る,発 表を聞 くとい う児童主体の授業を行 うことで,歴 史 の学 習 に対す る意

欲が でて きた。 また,回 を重 ね るにつれて,発 表の仕方を工夫 した り内容を考え た り

す る ことが進 んで行 え るよ うにな って きた。

・児 童 同 士 の 質 疑 応 答 は た いへ ん 活 発 で ,質 問 に

対 して発 表 者 が 堂 々 と答 え る こ とが で きた 。

・児 童 の質 問 が 多 岐 にわ た り,一 問 一 答 に終 わ っ

て し ま っ た 。 重 要 な 質 問 に つ い て は,教 師

(T2)の 方 で 取 り上 げ,全 体 の 児 童 に 問 い か

け直 す こ と も必 要 だ っ た。

・メ ッセ ー ジカ ー ドに書 か れ た 内容 は ,発 表 児 童

の 工 夫 や 努力 に 対 して 肯 定 的 に評 価 して い る も

の が 多 か った 。

・児 童 の 中 に は ,発 表 した 内容 に つ い て さ らに詳

しく知 りた い,教 え て ほ しい とい う意 欲 を もっ

た者 が 多 か っ た。

5。 研 究 の ま と め と今 後 の 課 題

メ ッ セ ー ジ カ ー ド

「=___=]・ ん・

i・・

。。か。た、。ろ雨 グ」 屠

触 参桝 ゐ＼るようにlbで)7iつ翌

ウ於 で 順 でく棚 ミことげよ腿

煽 齢 蹟 ・てよ桃 戯:'

⑥アドバイス

図藤原嫁 ・船で凝 の が 躯6

魁ずら力派 から工夫じζ駈 て
1℃一しい

　そのぬ

鮪 の敷 蕊 てし廷 紀い駕 と)

超 唖 、
本分科会で は,児 童一人一人 のよ さを認め合 う学習過程の工夫 にっ いて研究 を進 めて きた。

そ して,次 のよ うな ことが明 らかにな った。

(1)研 究の成果

① 構想図 に示 したよ うに,学 習の課題把握 ・課題 追究 ・課題達成の過程 ごとに,仮 説1

～仮説3の 内容 を表 に し,児 童の活動 を具体 的な手だて と して明確 にす る ことによ って,

児童の思 いや願 いを生か した学習活動 の展 開を考 え ることがで きた。

② 指導 目標 を児童 の実態を把握 して か ら,「 関心 ・意欲 ・態度」 「思考 ・判断J「 技能

・表現 」 「知識 ・理 解」の4つ の観点 に位 置付 け るよ うに設定す ることで
,児 童 の側 に

立 った学習が展 開され,児 童一人一人の よ さや可能性 を高め ることがで きた。

③ 「自分で考 え,判 断 した り表現 した りす る場 」や 「互 いに見 合 った り励 ま し合 った り

す る場」を学習過程 に位置付 けることによ って,学 習が確 かな もの にな り,楽 しさや充

実 感を味わ う ことが で きた。

④ 課題 解決学習で は,児 童が調 べた 内容の発表を学習の導入 に位 置付け ることで,学 習

意欲 が高あ られ,児 童が 自分たちで授業を進めて い く学習 を展 開す ることがで きた。

(2)今 後 の課題

① 児童 一人 一人の思 いや願 いを生 か した学 習材の開発や教師の支援,弾 力 的な学 習過程

を さ らに追究 す る。

② 児童が よ り意欲 的 に学習 を進 める ことが で きる自己評価活動や相互評価活動 の研究 を

深め る。

③ 児童が互 いの よさに気付 き,認 め合 った り,励 ま し合 った りで きるよ りよい支援 の在

り方を工夫す る。
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IV第 二 分 科 会

L互 童が共に学び合 うための支援の工夫

1.分 科会研 究主題設定の理 由

これか らの時代 には,自 ら進 んで学 び続け る意欲や 自分 な りに問題 を解決 して い くことの

で きる力を育て るこ とが重要 にな って くる。

そのためには,児 童 の主体 的な活動を大切 に して いか な くて はな らない。 そ して,そ の基

盤にな くて はな らぬ ものは,教 師 による共感的 な理解や児童相互 の認 め合 う雰 囲気であ る。

なぜな らば,一 人 一人 のよ さが認め られ,温 か く支援 され る ことによ って,児 童は,つ まず

きなが らも安定 した心 で学習 に取 り組む ことがで きるか らで ある。

本来,児 童一人 一人は,よ さや可能性を限 りな く秘 あた存在で ある。 そ して,児 童の よさ

や可能性 は教師 や他 の児童のよ さとかかわ り合 いなが ら,共 に学 び合 う中で豊 かに育 って い

くもので ある。 しか し,児 童の実態をみ ると,他 人 と豊か な人 間関係 を結 んだ り集団の中で

様 々な人 とかか わ り合いなが ら自己を生か した りす る能力 や資質 が,必 ず しも十分身 につ い

て はいない とい う状況 もあ る。

そ こで,本 分 科会で は特 に児童相互のかか わ り合 いに視 点をあて,上 記の分科会主題 を設

定 し,新 しい学 力観 に基づ く指導法の工夫 を試 みた。

2.研 究 のね らいと仮説

児童が 自分で 課題 を もち主体的 に解決す る学習活動 において,友 達 の考えや意見 に耳 を傾

け互 いの よ さを認 め合 うことによ り,豊 かな人間関係 を築 き,互 いの よさを伸ば し可能性 を

高 めて い くことがで きる と考え た。 そ して,次 の仮説 を立 て授業を通 して検証 した。

研 究 仮 説

児童相 互がかかわ り合 う場 を設定 し,そ の場 に応 じた教師の適切 な支援 を繰 り返

し行 ってい くことによ り,児 童が共 に学 び合え るようになる。一
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獣 」

研究構想図

社 会 の 要 請
○心の教育の充実
○自己教育力の育成
○基礎基本の重視と個性化教育の推進
○文化と伝統の尊重と国際理解の推進

共 通 研 究 主 題

指導上 の課題
○個を生 かす指導方 や支援 を工夫す る

○一 人一人の児童 を多面的,共 感的に

理解す る

○人 とのかかわ りを通 して,よ さを認
め生 かす場 を工夫 す る

○知識理解 に偏 った評 価にな らない よ

うにす る

新しい学力観に基づく指導方の研究

共通研究主題 の分析 一一一 「

新 しい学 力観 に基づ く指導法 では,児 童
の 内発的学 習意欲 を喚起 し,自 ら学ぶ意欲

思考力,判 断力,表 現 力などの能 力の育成

を重視 して いる。 その 中で も,と りわ け創

造の基礎 を培 うための新 たな発想 を生 み出

す もとになる理論的 な思考力,直 観 力を重

視 して いる

その基盤 である人間関係 において互 いの

よさに共感 できる関係が でき,主 体的 に学

習活動が展開 され る教 師の支援 の在 り方が
重要 にな って くる

都の教育課題
○人権尊重の教育の推進
○社会性を育む教育の推進
○国際理解教育の推進

第二分科会研究主題

児童の傾向
・女子奇 ・{二・カミ旺盛

・情 報量が多 く,知 識 は豊富
・体験学 習を好む

・判断 力,行 動力が乏 しい
・表現 力の不足

・人 とのかかわ りが不十分

・学 習意欲の不足

研 究 の 仮 説
児童が 自分で課題を もち主体 的に解決 す る学習過 程において,友 達の考えや意見に耳を傾 け互 いの よさをa合 うこと,

すなわち,と もに学 び合 うことによ り互いのよさを伸ば し可能性 を高めてい くことがで きると考えた

その ため には,児 童相互が かかわ り合 う場 を設定 し,そ の場に応 じた教師の適切な支援を繰 り返 し行 って い くことによ り,

児童が共に学 び合え るようになる

IW.羽
子 臼 過 程

つ か む 追 究 す る ま と め る

児 自分のよ さに気 付 き,課 題を明 互 いの よさを認 め合 いなが ら課題 を解決 する 自分のよさを高め,新 たな課題 を もっ

出
確 に もつ

里

○期 待,願 い,考 えを もつ ○学習 の見通 しを もち,計 画 を立 てる ○学習の成果を発表する
の ○学習課題をもっ ・時間 の確保 ・場 の設定 をする

・学 習内容 の十分な理解 ・カ ー ドの 工 夫 ・発表方法 を提示 する

活 ・自分 の考えをカー ドに書 く ・肯定的評価,助 言的指示 ○友達 の評価 を参 考に し,自 分を振 り返 り
・一人一 人の意見に最後 まで ○友達や 自分の工夫 したと ころ,よ い点 を出 し 自分自身の変容を知る

動 耳を傾ける 合 いなが ら学習を進 あ,自 分 な りの方法 で解 ・で きた喜 びを共 に分かち合 う
・時間 を確保 する

決す る。 ○友達の成果を知る
と ・肯定 的評価 ,助 言的指示 ・学習形態 の工夫 ・一 覧表 に す る

・資料 の提示 ・多様 な思考 に広が る学習材 の提供 ・カ ー ドを提 示 す る

教 ・資料 の活用 ○新 たな課題 を見つけ る
・時間 の確保

師 ○ 自分 と友達の意見の共通点や違 いに気付 く シ

・個人の活動の場を多 くす る

の ・発表の場を設定

・カ ー ドの 掲 示

支 ○学習課題の確認をする
・発表 の場を設定

援 ・カ ー ドの 掲 示

☆個に応じた助言
☆自己評価,相互評価をする.

互いの。、を共轟 耀 離 。π 礪 雇 翻
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3.研 究の内容

次の3点 を学習活動 の中 に設定 し,繰 り返 し行 って い くことによ り,児 童は友達 と協力 し

て学習を進 ある ことの楽 しさ,成 就感を味わ いなが ら互 いのよ さを高あ合 ってい くことがで

きると考え た。

① 共 に学 び合 う場(活 動す る場)を 設定す る。(主 な場 と して6っ 想定 した。)

② 場 に応 じて,子 供 同士がお互 いにかかわ り合 いを もて る手 だて を講ず る。

③ 個や集団 に応 じた教 師の働 きか けをす る。

共 に 学 び 合 う 場

話 し合 う 教 え合 う 助 け合 う 競 い合 う 認 め合 う 励 ま し合 う

・ル ー ル作 り ・学 習 形 態 の 工 夫(等 質 ・異 質 ・課 題 別 な ど)

・個 人の 目標 を知 らせ る ・学習環境

具 ・伸 び を知 らせ る ・相 談 コー ナ ー

体 ・個 の変容 がわか る一覧表 ・賞賛の拍手

的 ・意 見 交 換 ・手 紙

な ・練 習 タイ ム の 設 定 ・作 品 発 表

手 ・教 え合 い タ イ ムの 設 定 ・鑑 賞

だ ・応援す る場 の設定 ・模倣

て ・声 か け に よ る励 ま し な ど

・学 習 カ ー ドの利 用

※1単 位 時間の中で全ての場を設定す るので はない。 また,教 科 の特性 によ って は

設定が むず か しい場 もあ る。

・素朴な疑問を大切 にす る(疑 問をみん なで話 し合 う場 を作 るな ど)

・間違 いや失敗,勘 違 いを肯定 的な評価 で認 め る

教 ・他 との 違 いを 認 め る

師 ・あ らゆ る発言 を価値 あ るもの と して受け止 め る

の ・成 就感を何回 も何 回 も繰 り返 し味わわせ る

働 ・わか る授業,楽 しい授 業を心 がけ る

き ・強制や指示,子 ど もの肩代 わ りを控 え る

か ・ コ ー デ ィ ネ ー タ ー 役 に ま わ る

け ・児童相互のかかわ り合 う場 を数多 く作 る

・環 境を整え る

・学 級の楽 しい雰 囲気づ くり

な ど
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4、 実践事例(第3学 年 学級 活動)

(1)議 題 名 「みん なで楽 しあ るお楽 しみ会を しよ う」

(2》 議 題選定 までの経過

6/27帰 りの会 で話 し合いたい こ とを全体 に呼 びかけ,議 題 を募集 した。

(日 常的 に議 題 は受 け付 けて いるが,1学 期 も残 り少 な くな り,計 画的 に時 間

の使 い方 を考えなければ な らな くな ったので呼 びか けた。)

6/2議 題箱 に集 ま った議題 を,学 活係で学級会 にか ける もの,担 任に任せ る もの,

個人 に返す もの,代 表 委員会 にかけ る もの などに振 り分 け,全 体 に知 らせ,学

級 会で取 り上 げ る議題 を決定 した。学活係:学 級会活動の ために,議 題集め,

整理な どを常 時活動 と して行 う係。司会班が輪番制の ため設 けた。

6/28学 活係,担 任で7月 の学級 会活動計画を作 った。

7/3学 活係,司 会班,担 任(以 上で計画委員会を編成す る)で 議題 を選定 した。

(3>学 級 会を開 くまで の流れ(事 前 の支援)

教 師 は学活係,計 画委 員会,司 会班の話合 いには必ず参加 し,

よ うに,必 要 に応 じて指導 ・助 言をす る。

7/3

7/4

(月)午 前 中:計 画委 員会を開 き,緊 急の議題が ないか議題 箱な どを確かめ,

議題 を選 ぶ。 ワ

帰 りの会:計 画委 員会 で選 んだ理 由な どを紹介 し,全 員で話 し合 って議 題

を決 める。

(火)午 前中:計 画委 員会で話合 いの柱立てを決め,学 級活動 ノー トを作 る。

司会班 は,係 分担 を決め る。

7/5(水)帰 りの会

家 で

7/6(木)朝 の会

:司 会 班 が 学 級 活 動 ノー トを配 り,柱 立 て な ど につ いて 説 明す る。

:一 人 一 人 が 学 級 活 動 ノー トに,自 分 の 考 え,参 加 の 仕 方 の 目標

を 記 入 す る。

司 会 班 が 学 級 活 動 ノー トを集 め る。

司会班 は学級活 動 ノー トに目を通す。学級会 の シュ ミレー シ ョンを しなが

ら,み ん なの願 いを生かす にはど うした らよいか,話 合 いを順 調 に進め る

た めにはど う した らよいかな ど考え,学 級会の進 め方 を具体化 す る。

司会,副 司会:司 会 カー ドを利用 し,書 き直 し,書 き加え な どを しなが ら,

話合 いを効率 化す るたあの司会の仕方を考 え る。

黒板記録:分 か りやすい書 き方,手 早 く記 録す るための方法 などを考え る。

教師

7/7(金)朝 の会

5校 時

:学 級 活 動 ノー トに 目 を通 し,個 人 の 目標 につ いて 励 ま しの 一 言

な ど を書 き加 え る。

:学 級 活 動 ノ ー トを 一 人 一 人 に返 す。

学 級 会 を 開 く。
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(4}テ ーマ と関連 す る指導の工夫(手 だて ・支援)

① 児童が共 に学 び合 うための支援

A話 し合 い活動への支援

○ 一 人一 人が 自分の考え を もって臨む ために

ア.事 前に議題を知 らせ る。

イ.学 級活 動 ノー トに自分 の考えを書 く。

ウ.話 し合 いに臨む個人 の 目当て も考 え させ,ノ ー トに記入す る。

○ 一 人一人が 自分の考え を出 し合 え るよ うに

ア.前 もって学級活動 ノー トを回収 し,司 会班 が 目を通 し,考 えを 出さない児童 に

発言 を促す よ うにす る。

イ.班 内で ノー トを見合 った り,話 し合 った り して,発 言で きない児童の代わ りに

他 の班 員が発言で きるよ うにす る。

ウ.個 人の意見が形 に残 るよ うに,紙 に書いて黒板 に掲示す る。

○ 全体 に

ア.話 し合 いの ルールを守 らせ る。

イ.多 数決の方法を なるべ く採 らせず,話 し合いで決め る。

B評 価

○ 話 し合いを振 り返 り,自 分や友達 のよか った ところを発表す る場を作 る。

○ 児童の よか った ところを担 任が評価 す る。

ア。相互の認 め合 い,励 ま し合い,高 あ合 いについて

イ.以 前 と比べての変化

ウ.集 団への寄与

工.こ れか らの課題 な ど

C司 会班 への工夫

○ どの児童 に も役割が 当た るようにす る。

司会 ・副司会(全 体 の反省を言 う)・ 黒板記録 ・ノー ト記録

○ 個の特 性 を生か して ・個 の変容をね らって など目的 をは っきり考 え させて役割 分

担 をす る。

○ 話 し合いの柱 をは っきりす る。 ・予想を立て る。 ・司会が メモを作 る。 ・話 し合

いの進 め方 にっ いて の ヒン トを与え るな どの支援を し事前準備 を しっか りす る。

(学 級 会を開 くまで の流 れ)

D座 席

○ 話 し合 いが行 き詰 ま って しま った場 合,ご 近所会議 ・グル ープ会議が 開けるよ う

に座席 を配慮す る。

E環 境

○ 児童 か らの議題 は,コ ーナーに掲示 す る。

○ 学級会 を開 くまでの流れ を掲示 し,一 週 間の仕事 を分か りやす くす る。

○ 学級活 動計画(夏 休み前 までの)を 掲示 し,活 動 の見通 しを もつ。
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一
①

(5)学 習過程 ◎ 児童 が 共 に学 び 合 う た め の 支 援 の 工 夫

活 動 の 内 容 予 想 さ れ る 児 童 の 活 動 教 師 の 支 援 評 価

事

・学活係 が議題 の整 理分類 をす る
。

・議題 を決定す る
。

・提案 者の願 いを考え る
。

・提案 者の願 い
、必要度 を考 え 、選定 す る。

・提案理 由を理解 し、考 え るよう援助 する 。

・計 画委 員会で 、話合 いの計 画をす

る。柱 を立て 、学級活 動 ノー トを

作成す る。

・計 画委員会(学 活係 、司会班 、担任)の 話合

い計画が 明確 にな るよう にす る。

学級活 動 ノー トを印刷す る。

・議題 について 自分 な りの考 えを もっ こ と

がで きたか 。

・柱 に沿 って
、 自分の考 え をま とめ ◎自分の考え、参加の仕方についての目標を記入 ・提案 者の願 いと柱 を確認 して考 え をま とめ ら

る 。 す る 。 一 れ るよ う援助 す る。

前

・学 級活動 ノー トを集 め
、 司会班 が

打 ち合わせ をす る。

◎ ノー トに 目を通 し、 どんな考 えが出 て くるか知

り、話 合いの 見通 しをもっ 。

・司会班 との話 合 い(進 行 の方法 にっ いて)

・個人 の 目標 につ いて も励 ま しの 一言 を書き込

・互いの願 いや
、全 体の利 益 を考えて役割

分担 がで きたか 。
・係分担 を決 め る

。 む 。

.

〈本時 の ね らい〉お互 いの考 えを大切 に し、お楽 しみ会 を計 画す る。

・黒板掲示 用 の紙 を用意 し
、前 もって 自分 の考

えを記入 で き るようにす る。

1.始 めの言葉 ・学 級活動 ノー トを用意す る
。

本 2.司 会班 の役割紹 介

3.議 題 の 確 か め ・

4.提 案理 由の説 明 と質問 ・提案理 由を理解 す る
。

5.話 合 い

① プ ログラムの内容 を決め よう ◎学級活 動 ノー トを もとに、自分の考 えを言 う。
◎同 じ考 えが 出 た場 合 、同 じです と言 った り、

黒板 にネ ーム カー ドを貼 るな ど、個の考 えが

・お楽 しみ会 を開 くため に 自分 の考え をも

てたか 。
(挙手 ・指 名 ・代理 な ど) 表れ るよ うにす る。

r

②係を決めよう

・ドッジボール ・クイズ ・なぞな ぞ

・ゲー ム ・ハ ン ドペ ース ・キ ックペ ース
・出 し物 ・歌 ・合奏 な ど

◎ プログ ラム の内容 を考慮 に入 れ 、学 級 活動 ノー

・教師 の支援 を適宜行 う
。

*話 合 いの 方法や技 術 にっ いて相 互援助 を促

す 。
*話 合 いの ルール違反 を た しなめ る。

・友達 の意見 を聞 き
、それ に応 じて考 え を

発表 した り、変え た り、ま とめ たりす る

ことがで きたか。

トも参考 に し、考 えを言 う。 *司 会班 への ア ドバイス な ど
・司会 ・始めの言葉 ・プ ログラム作 り

◎時間が足 りな くな った ら、朝 自習 や帰 りの会
・飾 り付 け ・会場作 り ・ゲ ーム係 などの時間を利用して話し合うことを知らせ

6.決 まった ことの発表

・終 わ りの言 葉 な ど

・決 まった ことにっ いて確 認す る
。

時間内 に反省 、評価が で きるよう にす る。

時 7.今 日の反省 ◎本時 を振 り返 り、 自分 ・友 達の よか った ところ

を評価 し、発表 する。

◎友達の よか った ところを賞 賛す る。

◎友 達 、自分の よ さに気 付 くよう促 す 。 ・活動 を振 り返 り
、 自分 や友達 のよさ に気

付 くことがで きたか。

8.先 生の話

9.終 わ りの 言葉
◎気付 かなか った友達 の よさを知 る とともに、新

たな課題 を持 っ。
◎児童の賞賛 を補 い、次 回への課題 をもつよ う

助 言す る。

・次回への課 題 をもてた か
。

事

後
難潔騨 細
・反 省

◎ それぞれ のア イデ アを生か し、協力 して

準備す る。

◎役 割を果 た し、楽 しく活 動す る。
・反 省を し、次回の活動 に生 かす。

・準備 時間 を確 保する
。

・アイデア を実行 に移せ るよう
、材 料 ・道 具な

どにっ いて ヒン トを与 える。
・練習 ・準備 の進度 を確かめ

、援助 す る。
◎よ かった ところ を見っ けるよう助 言す る。

・お互いの考 えを大切 に した り
、協力 した

りして 、お楽 しみ会 を実施 す ることが で

きたか。



⑥ 考察

① 成果

・ 「みん なで 楽 しめ るお楽 しみ会 を しよ う」 とい うだれ もが意見を もて る議題で あ ったの

で,児 童 は生 き生 きと した表情で話 し合いに参加 して いた。

・事前 に学級会 ノー トに 自分の考え やめあてを書 くことで
,意 欲的 に話 し合 いがで きた。

・黒板掲示用の紙 に 自分の考えを前 もって書 くことによ り,発 言の少 ない子,苦 手 な子 も

自分の考え を友達 に知 らせ る ことがで き,話 し合 いに全員が参加す ることがで きた。

・だれ もが,司 会班 がで きるよ うに議事 の進 め方 をマニ ュアル化 した り,事 前 に教師 と司

会班 の打 ち合わせ を した りす る ことによ り,ス ムーズに話 し合いを進め ることがで きた。

・司会班 の児童 は,教 師 との打 ち合わせで リハ ーサルを した。 その ことによ り司会班の児

童 は,具 体的 に流 れを把握す ることがで き,見 通 しを もち安心 して会 に臨む ことがで き

た。 また,板 書計画 も しっか り もてた。

・教 師は議事進行 にかかわ ること以外発言 を しない ことによ って,児 童 自 ら意見を調整 し,

解決 の道を時 間をかけて話 し合 うことがで きた。

・友達 のよか った ところを発表す る場を設定す る ことによ り,よ い意見や発展的な意見 に

気付 くことがで きた。 また,意 見の よさのみ な らず司会班 の頑張 りも賞賛す ることがで

きた。

② 課題

・話 し合いの技術 を身に付け さぜ ること も必要で はないか
。

・事 前の準備が大変で あ る。 したが って,毎 週同 じ手順 を踏 み,話 し合 い活動をす る こと

は難 しい。準備の効率 化を図 る工夫が必要で ある。

5.研 究 のま とめ と今後 の課 題

(1)研 究 の成果

① 共に学 び合 う場 を設 定す る

② 場 に応 じて,子 供 同士が互 いにかかわ り合 いを もて る手 だてを講ず る

③ 個 や集団 に応 じた教 師の働 きか けをす る

以 上3点 を学習活動 の中 に設定 した ことによ り,次 のよ うな姿 が児童 に見 られ た。

・課題を明確 に もて るようにな って きた。

・楽 しく学習 に取 り組 め るよ うにな って きた。

・意欲的 に学習 す るようにな って きた。

・友達の よさを認 め られ るよ うにな って きた。

・表現力が っいて きた
。

(2)今 後の課題

・児童の発達段 階に応 じた支援を さ らに追究 して い く
。

・児童が主体 の学 習に は時間がかか る
。 そ こで,指 導計 画作成 にあた り,児 童が十分 に活

動で きる時間を計画的 に確保 して い く。

・個 に応 じた支援 をよ り深 く探 るために
,教 師の専 門性 を さ らに高あて い く。

・受容的 な学級 の雰 囲気作 りを工夫追究 して い く
。
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V第 三 分 科 会

一人 一人 の よ さや 可能性 を 引き 出す ための支 援 の工 夫

1.分 科会研究主題設 定の理 由

これか らの学校教 育で は,社 会 の変化 に対応 し,自 ら考え主体 的に判 断 し行動す ることや,

国際社会の 中で 自己の役割を 自覚 し,そ の責任を果た しなが ら,未 来 に向か ってた くま しく

生 きて い くことので きる力を もった児童 の育成が強 く求 め られて いる。 このよ うな教 育を実

現す るため には,児 童の内発 的な学習意欲 を喚起 させ,自 ら学ぶ意欲や,学 び方,思 考力 ・

判断力 ・表現 力な どを重視す る学 力観 に立 って,教 育を進め る必要が ある。

そ こで,本 分科 会で は,児 童 の 「知 りたい」 「学びたい」 と言 う意欲 や,児 童それぞれが

もって いる個性 や資質 ・能力 を 「児童 一人一人の よさや可能性 」 ととらえ,よ りよ く伸 びて

いこ うとす る児童を,ど の よ うに支援 してい くことが望 ま しいか にっ いて探 るため,上 記の

分科会 テーマを設定 した。

2.研 究のね らいと仮説

児童一人一人の よ さや,可 能性 を引 き出すたあにはどのよ うな支援が必要か を考え,以 下

の仮説を設定 した。

研 究 の 仮 説

学習指 導の工夫 ・改善 と合わせて児童の実態 に応 じた支援 を以下 の3点 か ら行 うこ

とで,児 童一人一人の よさが表れ,主 体的 に学習 に取 り組み,個 性豊 かに,た くま し

く生 きて いけ る児童 に育 っ もの と考 え る。

○児童が興 味関心を もち,主 体 的な学習 を喚起 す る学 習材の選択。

○互 いに認 め合 い,心 の通 う学習の場 の工夫。

○児童が 自 ら学 習を振 り返 り,成 就感の得 られ る評価活動 の工夫。
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研究の構想図

社会の要精 共通研究主題 都の教育課題
・自己教育 力の育成 ・人楕尊重の教育の推進
・心の教育 の充実

新 し い 学 力 観 に 基 づ く ・国際化 ・情報化 に対応 した教育の
・基礎基本 の重視と個性教 育の推進 推進
・社会性を育む教育 指 導 法 の 研 究 ・生 き方にかかわる教育の充実
・国際理解教育の推進 ・生活指導の充実

1
共通研究主題の分析

新 しい学力観に基づ く教育にお いては児童を肯一一 一一指 導 上 の問 題
児童の実態

・一人 一 人 の 児童 理解 を深 め る。 定 的 に捉 え、 豊 か に、 た くま し く生 き てい くた め ・情報量が多い
・児童の主体性 を重視 した学習活動 に必要な資質や能力を身につけた児童 を育てるこ ・好奇心が旺盛

を工夫する。 一 とが求め られ ている。 ・順応性に富む
・互いのよさを認め合う学習の場 を そのためには、児童の主体性を重視 し児童一人 一 ・判断力、行動力が乏 しい
工 夫する。 一人の よさや可能性 を引き出す教師の適切な支援 ・人とのかかわ りが不十分

・個 を生か した指導法や評価を工夫 が必要 である。 ・耐性の不足

す る。

1

三分科会研究主題

一人一人のよさや可能性 を引き出すための支援の工夫

研 究 の 仮 説

学習過程の工 夫、児童の実態に応 じた支援 を、以下の3点 か ら行うことで、児童一人一人のよさが表れ、主体的に

学習に取 り組み.個 性豊かに、た くましく生 きていける児童に育つもの と考える。

○児童が興味関心をもち、主体的な学習を喚起す る学習材の選択。

○互いに認め合い、心の通 う学習の場の工夫。

○児童が自ら学習 を振 り返 り、成就感の得 られる評価活動の工夫。

学 習 過 程

児
童

活
動

教
師

の
支
援

つ か む

課 題 把 握

○学習の"め あて"を もつ

○学習の計画をたてる

○知的好奇心に訴 える聞題提示の工夫

O課 題の確認の工 夫

○見通 しをもっための工夫

調べる ・試す ・表現す る

課 題 追 究

○ 自分 なりの方法で解決する

○他の解決方法を知る

○友達のよいところを認め、励ます。

○学習形態の工夫

○学習環境の工夫

○学習活動の工夫

ま と め る

課 題 達 成

○学 習成果を発表する

O学 習を振 り返 る(自 己評価)

O相 互評価をする

○新 たな課題 をもつ

○記録の整理

○学習結果の発表、表現等の工夫

○学 習の反省、

夫

自己評価、相互評価 の工

○学習の発展応用

育てたい児童像

○自 ら課題 をもち、主体的に学習に取 り組 むことのできる児童。

○集 団の中の個を 自覚でき、互いの存在を認め合 うことができる児童。

○自 ら学習を振 り返 り、 自分の学習活動を評価できる児童。

○様 々な個性の中において、 自分の在 り方 に自信のもてる児 童。
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3、 研究の内容

これ までの学習で は,教 師側 に立 った学習活動が展 開されて きた。授業の進行 とともに多

くの児童 は聞 き役 にな り,教 師主導 の傾向がみ られ た。

この よ うな反省か ら,下 記の よ うな点 を重点 に研究 を進 めて きた。

・ 児童一人一人 のよ さや可能性を 引 き出す ことを 目指 して,児 童 の学習状況 に旛 じて主体

的 に活動で きる学 習の場 と時間,材 料 や器具 を用意 す るな ど学習環境を工夫 し整 え る。

・ 児童の主体 的な活 動を促すため に問題把握の ための助言 を与えた り問題解決 のたあの視

点を与え た りす る学 習の場を工夫す る。

・ 学習への努力 や様子や態度,向 上 した点等の よ さに着 目 し,励 ま し合 った り,児 童 の考

えや表情 に頷 いた りす るな ど,児 童 の多様 な関 心 ・意 欲 ・思考 ・判断等 に共感す る。 これ

らの工夫 によ って,児 童相互及 び教師 と児童が それぞれのよ さを発揮 し,互 いのよ さや可

能性 を十分 に引 き出す ことがで きる。 また,そ の結 果 と して新 しい学力観 に立 つ学 力を獲

得す る ことが で きると考え た。

4.実 践事例(第6学 年 算数)

(1)単 元名 「拡大図 と縮 図」

t2)単 元の 目標

・ 図形 の形や大 きさについての理 解を まとあ,拡 大図 ・縮図の意味 や性質 について理解

す るとともに,相 似 な関係 に関心を もっ。

・ 拡 大図や縮図 をか く方法 を理 解す る。

・ 縮 尺の意味を知 り,縮 図か ら実際の長 さや面積が求め られ る ことを理解 す るとと もに,

身の まわ りの ことが らに進 んで適用す る。

・ 直接測定す ることので きない川幅 などを,直 角三角計 の縮 図を利 用 して求 め られ る こ

とを理解す る。

(3)研 究主題 との関連

算数科の学習指導 で は,算 数への興味 ・関心 ・意 欲を高め,数 学 的な考え方 ・判断 力を

培 い,表 現 ・処理 の能力を伸ばす ことが求 め られ る。 さ らに,主 体的な学習の仕方 を身 に

付 けるたあに,児 童が 自 ら問題解決 した り,問 題 を作 った りす る学習活動の工夫が大切 で

ある。 その ためには,児 童一人一人の学習の状況 を適切 に評価 し,状 況 に応 じて それぞれ

が意欲 的に学 習を展 開で きるよ うに考えて い く必 要があ る。 また,そ れを支え る基盤 と し

て,一 人一人が 自分 な りの考 え方 を確実 に もち,解 決のための多様 なアプ ローチを してい

くことも重要 にな る。 したが って,こ れか らの学 習活動 は,学 習意欲や考 え方,判 断力等

を高め,一 人一人の よさや可能性 を引 き出すための支援の工夫が必要 にな って くる。その

具体的な方法 を次 のよ うに考え る。

① 学 習材の選択

生活 に身近 な ところ(校 庭)か ら課題を設定 し,学 習への意欲 を喚起 す る。三角形や

ヨッ ト形 によ る導入 も考え られ るが,四 角形を取 り上 げる ことによ って問題 に対す る適

度な抵抗 感が もて るよ うに し,多 様な解決方法 を引 き出す ことがで きるように した。 ま

た,直 感で判断で きる要素があ った り,問 題 に発展性が あ った り,い ろいろな段階の 児
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童 に対応 す ることがで きるよ うに した。

②[麺 ヨ
それぞれが,自 分 な りの解決方法 を もち,そ の考えを グル ープや全体の 中で発表す る

ことによ り,お 互 いの よさを認 め,自 分の考えを深め ることがで きるよ うにす る。

釧 評価醐 の工夫
調べ,解 決す る課題追究 の場 で は,一 人一人が課題を的確 にと らえ,自 分 の考 えを生

か して取 り組め るよ うな手 がか りを与え,主 体的 に活動で きるよ うにす る。 また,自 分

の学習を振 り返 る時間を もち,わ か った点 ・わか らない点を 明確 にす る とともに,そ れ

ぞれの考えを認 あ励 ます ことによ って,達 成感や 自信を もち,次 時へ の意 欲へっなげ る。

(4)児 童の実態

男女 と もに活発で,学 習 に限 らず いろいろな場面で よ く活躍 す るよ うにな って いる。 自

分の意見 を積極 的に発表す る児童 も多 く,ど の教科で もよ く発 言す る。 しか し,友 達の意

見を よ く聞 いて理解 し,さ らに,自 分の考えを深 めた りす る ことは十分 でない。 また,発

言 に意欲 的な子 と,そ うで ない子の差が大 きくな りっっあ る。

算数 にっいて は,は っき りき らい とい う子が少 な く,難 しい問題 にも意欲を示 し,喜 ん

で挑戦 す る。 その反面,算 数が きらいな子 の中には,苦 手 意識 をかな り強 く持 って いる子

もいる。 また,計 算 には時 間が かか り,分 数 や少数が入 って くると計算 ミスが多 くな るな

ど,技 能 的 には問題をかか えて い る。

(5)学 習過程

小単元 学 習 活 動 学 習 の ね ら い

1

拡大図

と縮図

5時 間

*原 図 に対 して 拡 大 図 ・縮 図 に な って い る

か を 調 べ る。 〈本 時 〉

*対 応 す る辺 や 角 の 大 きさを 比較 し

「同 じ形 」に着 目す る。

*拡 大図 ・縮 図の意味や性質を まとめる。

*拡 大図 ・縮 図の性質を用 いて,単 純 な三

角形 や四角形をか く。

*拡 大図 ・縮 図の意 味を理 解す る。

*拡 大図 ・縮 図の書 き方を理解す る。

*方 眼を利用 した り して,複 雑 な図形 の拡

大 図 ・縮図をか く。

*対 応 す る辺の比や角の大 きさが等 し

い性質を利用 してか き,理 解 を深 あ る。

*三 角形の決定条件 を活用 してかいた りも

との図の1点 を中心 に してかいた りす る。

*拡 大図 ・縮 図 と原画の面積を比べ る。

(2時 間)

*拡 大図 ・縮図の書 き方 を工夫 す る。

*拡 大図 ・縮図 の面積 の比較 をす る。

2

縮図の

利用

2時 間

*縮 尺の意 味や表 し方 を知 り,そ れを用 い

る。

*縮 尺の意味 とその表 し方 を知 り縮尺

に関す る計算の仕方 を理解す る。

*縮 図 をかいて,川 幅や建物な ど直接測れ

ない ものの長 さの求あ方を考え る。

*縮 図の意味 とその表 し方 を知 り縮 尺

に関す る計算 の仕方 を理解 す る。

3
ま とめ
2時 間

*「 練 習 」 を す る。 *学 習 内容 の適 用 と習熟。

*「 ま と め 」 を す る 。 *学 習成 果の診 断。
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(6)本 自の指導(1/9)

① ね らい

*「 同 じ形 」を見 つけ るために,対 応す る辺の長 さや角の大 きさに着 目で きる。
*自 分 な りの考えを持 ち,深 め ることがで きる。

② 展開 〈①学習材の選択 ②場の工夫 ③評価活動の工夫〉

・学 習 活 動
予 想 さ れ る 児 童 の 反 応 教 師 の 支 援

課
題

*校 庭の航空写真を見て,ど ん な形か 考えてみ る。

蓮写舞 聾 皇響 の校庭ではf7が 同じで何が

*四 角形,長 方形,台 形
*形 は変わ らない。大 き さは違 う。

◇一人一人の児童が,自 ら問題に働 きか け,解 決 しやすい場面をっ くる 一
とともに,「 同 じ形 」に着 目で きるようにす る。

0
把
握

*い くつかの図形の中か ら,写 真の校庭 と同 じ形
の もの をさが す。(視 覚 的,直 観的 にと らえ る)
*解 決の見通 しを もつ。

*Bは 似てい る
*Eは 違 う

◇予想を立て,自 分 の判 断を確かあて い く意欲 を もつよ うにす る。

*カ ー ドNo.1に あ る図形(四 角 形)の 中 か ら,校

庭 と同 じ形 の 図形 は どれ か,見 通 しに 基 づ い て,

自分 な りの 方 法 で 調 べ る。 〔個 人 〕

*既 習経験 を生 か しなが ら,調 べ る。

〔a〕 視覚的 には判断で きるが,解 決 の見通 し→
が 立たず,調 べ方がわか らない。

◇ 自分 な りに じっ くり取 り組 むたあの時聞を確保す る。 「
◇既習事項であ る三角形 の合同を もとに,図 形の構成要素(辺 や角/に
気 付 くよ うにす る。

一

〔b〕辺 の長 さや角の大 きさは調べて い るが,→ ◇ 原図 ・拡大 された もの ・縮 小された ものに長 さや角度が記入 されたカ
課 対応 させ るこ とがで きな い。 一 ドNo.2を 提 示 す る。 0

〔c〕 対 応 す る辺 や 角 の 関 係 を 見 つ け,解 決 し一〉 ◇他 の構成要 素(対 角線)に 着 目 した り,同 じ形の図形をか いた りして,
て い る。 他 のきま りも考えてみ るよ うにする。

題 〔d〕 切 り と って重 ね た り,写 して み た り して → ◇具体的操作 によ る解決 も認 あて,次 に発展で きるような視点 を与える。
取 り組んで いる。

追 *班 の 中でそれぞれの意 見を発表 し,意 見交換を

す る。 〔グループ〕
*自 分の解決方法を説 明す る。
*友 達 の考えを知 る。

◇班の中で意 見交換 をす ることによ り,多 くの児童に 自分の考え を発表

す る場を与え る と同時に,自 分の学 習状況 を しっか りっかむ。 また,友

カ 達の考えを聞 き,よ さを認あ るよ うにす る。 0
九 ◇ どの子 も発表 できてい るか,多 くの反応 はでてい るか,友 達の解 き方

と比べて似て いる点 やよ さが見つ けられて いるかなど,机 間指導をす る。

*自 分 の考え,解 決方法を再検討す る。 〔個人〕 *友 達 の考 えを参考に して,自 分 の考 えをよ りよ ◇ 学 習 を 振 り返 り,「 形 が 同 じ」 と は ど う い う こと か,自 分 の 考 え を 必 ・
い もの に修正す る。 要に応 じて修正 させ,一 人一入の解決法 をよりよい ものにつなげて いく。

　
*自 分の解決の もとにな る考え方を おさえて発表

す る。
*重 ねてみ た。
*拡 大図のみ 見つけ られた。

◇ それぞれが,多 様 なアプ ローチで解決 したいろいろな意見を発表 し認
めるc

課 *縮 図のみ 見つけ られた。 ◇ 足 りない部分 は補足す る。

題
*対 応す る辺 や角 をと らえて,同 じ形 を見つけた。

*三 角形の決定条件か ら考 えた。
rJ

達 *「 同 じ形 」 とは ど うい う こ とか ノー トに ま と め *大 きさは違 うが,角 の大 きさが等 しい。 ◇学習 を振 り返 り,自 分の言 葉で考 えてみ るよ うにす る。

成
る。
*「 同 じ形」 の図形 を見つけ るには,対 応す る辺
の長 さの比や角 の大 き さに着 目す ればよい ことを

知 る。

*辺 と角が等 しい。
*辺 の長 さの比や角の大 きさが等 しい。

◇ カー ドや ノー トか ら児童 の思考過 程を読み とる。

(7)評 価

*「 同 じ形1を 見つけるために,対 応す る辺の長 さや角の大 きさに着 目で きたか
。

*自 分な りの考 えを持 ち,深 め ることがで きたか。



⑧ 考察

・ 身近 な ところか ら学習材 を見 つけ ることは大切 で,こ れ か らもこのよ うな工夫が要求

され る。 自分の もの と して学習が で きるよ うに,さ らに気持 ちを揺 さぶ るよ うな工夫が

必 要であ る。

・ 辺 の比を利用 した り,対 角線 に着 目 した り して,多 様な考えで取 り組む ことがで きた。

しか し,第1時 としては課題 がやや難 しか ったので,数 値を もっと単純化 した り,比 較

対象を1つ に しぼ った り して,学 習過程の導入部分 と しての役割 をさ らに明確 にで きる

とよか った。

・ 個の学習 時間は十分 に もて た。班 の中で意 見交換 がで きる,個 → グループ→個 とい う

場の設定 もよか ったが,算 数学習の よさにっなげるためには,個 が もっと確 実 に考えを

もっ必 要があ る。

・ それ ぞれの児童が 「同 じ形 」をど うとらえて い るか。 「四角形だか ら同 じ」 など と判

断す る児童 もいる し,視 覚 的判断 に 自信 を もってい る児童 もい る。 グル ープ学習時の も

っと細 か い支援の用意 とともに,で きるだけ多様 な児童の反応を予想 してお きたい。

5.研 究 の ま とめ と今 後 の課 題

(D研 究 の 成 果

本 分 科 会 で は,「 児童 一 人 一 人 の よ さや 可 能 性 を 引 き 出す 」 た め の 「支 援 の工 夫 」 と し

て,3つ の 仮 説 を た て て 研 究 を 進 め て き た。 その 結 果,次 の よ うな成 果 を あ げ る こ とが で

き た。

①F師 酬
身近 な ところか ら課題 を設定 した り,個 に応 じた課題を選択 す ることによ って,児 童

が興 味 ・関心を もって意欲 的に学習 に取 り組 む ことがで きた。

② 場 の設定

個 々の児童一人一人が考 え,活 動す る時間や場 を十分に確 保す るとと もに,グ ル ープ

と個の活動の場,全 体で の学習 を1単 位 時間の中で組み合わせ ることによって,自 分の

考えを発表 した り,お 互 いの考えを聞 き合 った り して個 々の考えを深め ることがで きた。

③1評 価濁 の工剥

学習を進 めて い く中で,個 々の児童が 自分の学習を振 り返 り,グ ループや全体 の場 で

の活動の在 り方 を考 え る。 また,教 師の支援を適切 にす ることによって,児 童が 自分 の

活動を 自分で評価 した り,お 互 いの よさを認 めあ った りす る ことがで きた。

(2)今 後の課題

① 全体指導計画 を見通 した うえでの本時の位置付 けを考え,学 習材の選択や評価活動 の

工夫 など,効 果 的な支援 の在 り方を考え る必要があ る。

② グル ープ活動 の時,教 師が どの ような支援を行 って いけば,児 童が互 いの よさを認 あ

合 い,学 習 を深 めていけ るのか,も っと具体的 な手だてを考えて い く必 要が あ る。

③ 児童一人一人 の学習活 動の全体を通 して見 られ る興味や関心,考 え方,活 動状況 に関

して,広 い視野 か ら把握 し,多 面的で的確 な評価を工夫す る必要が ある。
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VI研 究 の ま と め と 今 後 の 課 題

1.研 究 の ま とめ

第一分科会

第二分科会

第三分科会

研究の成果

(1)

(2)

t3)

(4)

{5)

共通研究主題 「新 しい学力観 に基づ く指導方 の研究」 に迫 るために,

本年度 は三っの分科会 を構成 して研究 に取 り組 んだ。

・一人一人の よさを認 め合 う学習過程 の工夫

・児童が共 に学 び合 うための支援 の工 夫

・一人一人の よさや可能性 を引き出す ための支 援の工夫

本研究で は,各 分科会が研究の構想 図を作成 し,研 究のね らい,仮

説,方 法を明確 にす る ことに努 めた。

その結果,研 究の ま とめ として,次 の点が 明 らか にな った。

学習活動 を教師が どのよ うに支援 す るか とい う観点 に立 ち,指 導 目

標を 「関心 ・意欲 ・態度 」 「思考 ・判 断」 「技能 ・表現 」 「知識 ・理

解 」の4つ の観点 に位 置付 け るよ うに設定 す ることで,児 童 の側 に立

った学習が展 開 され,児 童一人 一人 の よさや可能性を高 める ことがで

きた。

学習の課題把握 ・課 題追究 ・課題 達成の過程 ごとに,児 童 の活 動 に

対す る支援 を具体 的にす ることによって,児 童の思 いや願 いを生 か し

た学習活 動の展 開を考 え ることがで きた。

身近 な ところか ら課題 を設定 した り,個 に応 じた課題 を選択 した り

す る ことによ って,児 童が興味 ・関心を もって意欲 的に学習 に取 り組

む ことが で きた。

児童が 互いにかかわ り合 いを もって学 び合え る場 を設定 し,場 や集

団に応 じた支援をす ることによって,課 題が明確 にな り学習意欲 が高

め られた。 また,友 達の よさ も認 め られ るよ うにな り,楽 しく学 習 に

取 り組 む ようにな って きた。

教 師の支援を適切 にかっ,具 体的 に行 うことによ って,児 童が 自分

の学 習を振 り返 って,自 分で評価 した り互 いの よさを認 め合 った りす

ることがで きた。

2.今 後の課題

研究の結 果,次 の点が課題 と して残 り,今 後 さ らに研究を深 めたい と考 えて いる。

(1}新 しい学力観 に立 っ指 導を通 して,児 童の関心 ・意欲 ・態度 や学ぶ力 と しての表現 力が

育 って きて いる。 したが って,こ れ らを確実 に評価す る ことやその結果 を児童に フィー ド

バ ックす る方法 を検討 して い く必要が ある。

(2)系 統的 な学習(主 に知識 ・理解)に っ いての学力が以前 よ りも劣 って きてい るとい う指

摘が ある。教科 の特性や発達段階 に対応で きる学習過程や支援 の研究 を さらに深 めて い く

とともに,基 礎 ・基本を確実 に身 につ けさせ る指導 について学 習過程 に明確 に位置付 けて

い く。

(3)認 め合 い,学 び合 う場 と しての学級の受容 的な雰 囲気作 りをさ らに工 夫す る。
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